
「就労受援事業」に取り組むための職員の課題
第 40回 全国社会就労センター職員研修会

開 催 要 綱

●趣  旨

社会就労センターの職員は、さまざまな制度改革の内容について充分に理解し、新たな取

り組みを進めていくことが求められています。

障害者自立支援法が施行され、新たな事業体系への移行が始まりました。就労継続支援事

業においては、地域で生活が可能となる工賃または賃金の支払いは大きな課題です。また、′

就労移行支援事業については、今後、実践を重ね具体的な手法や社会就労センター職員とし

ての役割を充分理解して取り組む必要があります。

そこで、本会が平成 18・19年度と取り組んできた工賃水準ステップアップ事業のモデル施

設の事例などを通じて 「成功のためのキーワード」を理解すること、また、就労移行支援に

かかる具体的なすすめ方を学ぶことを中心に、障害のある方の 「働く・くらす」を支える職

員として必要な知識の習得と資質の向上を図ることを目的に、本研修会を開催します。

●主 催  : 社 会福祉法人全国社会福社協議会/全 国社会就労センター協議会

特定非営利活動法人 日本セルプセンター

北海道社会就労センター協議会

●後 援  : 厚 生労働省/北 海道/札 幌市 (予 定)

0日  程  : 平 成 19年 9月 26日 (水)～ 28日 (金) [3日 間]

●会 場  : 本 L幌プ リンスホテル ・国際館パ ミール 側 紙地図参照)

〒060-8615北海道札幌市中央区南2条西 11丁目 焔L011~241-1111

●定 員  : 300名

●対 象  : 社 会就労センターの職員

(授産施設 ・福祉工場、新事業体系における就労支援事業所等)

●参加費 : 全 国社会就労センター会員施設  13, 000円
〃     未 加入施設   35, 000円

(参加 申込み と同時に加入申し込みされた場合、会員施設扱いとな ります)

●プログラム
9       1 0     1 1      1 2      1 3     1 4      1 5      1 6     1 7     1 8



【プログラム】

９

月

２６

日

水

12 :00- 受付開始

13 :00-13 : 15 開会式

13 : 15-14: 45 基調報告 「新しい障害保健福祉施策とセルプ協の役割」

【報告】全国社会就労センター協議会会長 星 野 泰啓

14:45-15 : 00 休 憩

15: 00～ 17 :00 講 義 「新事業体系における個別支援計画の考え方と活用」

【講師】セルプ協 ・モデル個別支援計画改訂小委員会委員長 阿 由葉 寛

17 :00-18 :00 休憩 ・移動 (チェックイン)

18:00-20:00 懇親会 (情報交換会)

９

月

２７

日

木

【Aコ ース】工賃水準ステツプアップを目指して

(就労継続支援事業への移行 (多機能型含む)を めざす職員対象)
→ 工賃水準ステツプアップ事業のモデル施設の事例を参考に 「工賃水準ステツプアップ成功のためのキーワー

ド」を理解し、その基本となる 「事韓振興に向けたステツプアツププログラム」の演習 (モデル施設の実体験

をふまえたアドバイスを受けながら)を 通じてs地 域での生活を可能とする工賃を支払うための実践ノウハウ

について学びます。

9: 00～ 10: 20 実践報告 「工賃水準ステップアップ事業 ロモデル施設の実践に学ぶ」

【報告】①宮城県仙台市 日西多賀ワークキヤンパス (新体系移行に伴う新規事業の立ち上げ)

②福岡県大牟田市 ,大牟田恵愛園 (レストランおよび弁当事業による工賃アップ)

10:20-10 休憩

10: 30～ 12 :00 講 義 「工賃水準ステップアップ・成功のためのキーワー ド」

【講師】埼玉県立大学准教授 (工賃水準ステップアップ2年次事業推進特別委員長)朝 日 雅也

12 :00-13 休憩 ・昼食

13 :00-16 : 30 演 習 「事業振興に向けたステップアッププログラム」

【講師ロアドバイザー】セルプ協調査 口研究 白研修委員長 (大牟田恵愛園施設長)叶

【アドバイザー】宮城県仙台市 日西多賀ワークキャンパス施設長     市 川

文

直

義

義

【Bコ ース】就労移行支援プログラムの実際と職員の役割
(就労移行支援事業への移行 (多機能型含む)を めざす職員対象)

→ 就労移行支援事業における具体的プログラムの作成の方法や社会就労センター職員が果たすべき役割を理解

し、実践報告等をふまえ、朝労移行支援のすすめ方や職場定着に向けた支援の課題等のついて意見交換します。

9 : 00-10 :20 講義① 「就労移行支援プログラムの作り方」

【講師】厚生労働省障害保健福祉部障害福祉課

10:20～ 10 休 憩

10: 30-12 : 00 講義② 「就労移行支援における職員の役割」

【講師】※調整中

12:00～ 13 休憩 ・昼食

13 : 00～ 14:00 実践報告 「就労移行支援プログラムと職場定着に向けた支援の実際」

【報告】①北海道石狩市 日就労移行支援事業所あるば (就労移行支援事業 ・知的)

②東京都世田谷区日社会就労センターパイ焼き窯 (就労移行支援事業十B型 日精神)

【助言】厚生労働省障害保健福祉部障害福祉課

14: 00-15 グループ討議 (就労移行支援のすすめ方や職場定着に向けた課題等の意見交換)

15 : 45-16 グループからの討議内容の発表

16: 15,▼16i 30 助言者からのまとめ

16:00-17 休憩 ・移動

17 : 00-18 i20 報告 「日本セルプセンターの機能と役割」 【 報告】特定非営利活動法人 日本セルプセンター

９

月

２８

日

金

9:00-10 :30 講 義 「『工賃倍増 5か 年計画』の具体的なすすめ方について」

【講師】厚生労働省障害保健福祉部障害福祉課

10: 30-10 休 憩

10:40-11 :40 講 義 「障害者自立支援法Q&A一 指定基準を中心に一」

【講師】全国社会就労センター協議会副会長 鈴 木 清覚

11 :40～ 11 : 50 閉会式
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【コース別研修 (9月 27日 コ第2日 目)の 希望コースについて】

第 2日 目については、下記の2つのコース別に分かれて受講いただくことになります。

別紙の参加申込書に希望のコースを記入いただくようお願いいたします。

―ス】※注)

賃水準ステップアップを目指して」(就労継続支援事業への移行を目指す職員対象)
―ス】

労移行支援プログラムの実際と職員の役割」(就労移行支援事業への移行を目指す職員対象)   :

※注)● Aコ ースを選択 した参加者については、演習 (事業振興に向けたステップアッププログラム)‐を効

果的に進めるため、別紙 「事業振興に向けての自己診断書」に予め記入いただき、研修会 (演習)

にお持ちいただくようお願いいたします。

● あわせて、グループ討議を進めるにあたり、次の3つ のグループに分かれて議論をいたしますので、

別紙の参加申込書に希望グループを記入ください。

: 1.食 品等 (お菓子 ロパン ・弁当等)の 自主製品グループ :

: 2.木 工 ・陶芸等 (食品以外)の 自主製品グループ    :

: 3.下 請グループ

【「障害者自立支援法Q&A」 に関わる質問用紙の提出について】

事前に障害者 自立支援法に関す る質問を受付いた します。別紙の質問記入用紙 に質問を記

ムの うえ、 9月 6日 (木)ま でに全国セルプ協事務局へ ご提出 くだ さい。

●参加 口昼食 口宿泊 口懇親会等の申込み方法

参加 ・昼食 ・宿泊・懇親会等の申込みについては、すべて名鉄観光サービス冊札幌支店が執り行います。
別添 「参加 ・宿泊 ・懇親会等のご案内」の中の参加申込書に必要事項を記入のうえ、お申込みください。

<参 加 ・昼食 ・宿泊 ・懇親会等の申込み先>

名鉄観光サービス株式会社 札 幌支店

(担当 :全国社会就労センター職員研修会 係 (吉川 ・藤井 ・網井))

〒①60-0003 札 幌市中央区北3条 西3丁 目 北 3条 ビル

TELi 011-241-4986/FAX i 011-241-① 154

●参加費の支払 い

(1)参加申込みされた方には、名鉄観光サービス側札幌支店より請求書および参加券等が 9月 15日頃に送

付されますので、指示にしたがってお支払いください。

なお、参加券は当日必ず会場受付にお持ちいただくようお願いいたします。

(2)参加取消しの場合は、名鉄観光サービス冊札幌支店へご連絡ください。ただし、申込締切 日以降の参

加取 り消しについては、研修会後に資料一式をお送 りし、参加費の返金はいたしませんので予めご了承

ください。参加費の領収書が必要な方につきましては、研修会当日、受付にてお申し出ください。

●参加 申込締切 日 : 平 成 19年 9月 6日 (木)必 着



○個人情報の取扱いについて
'「

参加申込書」に記載いただいた個人情報につきましては、申込受付等委託業者 (名鉄観光サービス冊札

幌支店)と事務局 (セルプ協事務局)において共同利用させていただきます。個人情報は、参加申込受付、

参加管理、参加にあたり希望される宿泊等のサービス提供等、研修運営に必要な範囲内で使用します。

加者名簿の作成について

事務局において参加者の把握、参加者同士の交流に資するため、参加申込書をもとに参加者名簿 (都道

府県名、施設(事業所)名、参加者氏名、役職名)を 作成 し、当日参加者に配布いたします。名簿への記載

を希望されない場合は、参加申込書の 「備考欄」にその旨記入くださいますようお願いいたします。

●研修会に関する問い合わせ先 (事務局)

〒10併8980 東京都千代田区霞が関3-3-2新 霞が関ビル

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 障害福祉部内                   ‐

全国社会就労センター協議会 (セルプ協) [担 当 :岡、上村]

TEL : 03-3581-6502  FAX : 03-3581-2428

【会場周辺地田】 呑L幌プリンスホテル 国際館パミール
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第40回

全国社会就労センター職員研修会

平成19年9月26日(水)～28日(金)

会場:本L幌市 札 幌プリンスホテル 国 際館パミール

多加・宿泊・譲説会響のご韓内

名鉄観光サービス株式会社 札 幌支店

札幌市中央区北3条 西3丁 目(北3条 ビル)

T E L : 0 1 1 - 2 4 1 - 4 9 8 6

F A X : 0 1 1 - 2 4 1 - 0 1 5 4



●

参加のお申込みならびに宿泊等のお申込みは、一括して名鉄観光サービスl■l札幌支店が取
り扱い致します。当案内書を熟読いただき 『申込書』の所定欄に必要事項をご記入の上、名
鉄観光サービスl■l札幌支店までFAXに てお申込みください。

【参加費用のご案内】
● 全 国社会就労センター協議会  会 員施設 参 加者1名につき13,000円

(資料代を含みます)

名につき35,000円
(資料代を含みます)

未加入施設 参 加者 1

*参 加ご希望の方は、申込書にご記入下さい。

【お申込期限】
お申込みは9月 6日 (木)ま でに当社必着でお願い致します。

【参加券等の選付】
お申込みの内容に基づいて、参加券類 ・請求書等を一括して、9月 15日頃に送付いたしま

す。内容をご確認の上、参加券類は研修会当日に必ずご持参下さい。

【送金方法及び送金】
お振込みの際には、専用の振込用紙(請求書と同封)をお使いください。振込み手数料は、

お客様ご負担となりますのでご了承下さい。領収書につきましては、振込用紙の控えを持っ
て代えさせていただきます。

専用の振込用紙をお使いいただけない場合は、振込名義の前に受付番号をご入力下さい。
お振込み期限につきましては、請求書に明記いたしますのでご確認の上、期日までにお振

込みくださいますようお願い申し上げます。

参加費の領収書が必要な場合は、研修会当日受付にてお申し出下さい。

《お申込み 。お問い合わせ先》
名鉄観光サービス隅札幌支店 (休業日:土曜。日曜・祝日)9:00～ 18:00営業
〒060-0003 札幌市中央区北3条西3丁目 北 3条ビル

担当 :全国社会就労センター職員研修会 係   吉 川 ・藤井 ・紺井

繋:闘ン
大会期間中、札幌市内のホテルをクラスごとに各種、ご用意 しております。
ご希望のクラスの申込記号を申込書にご記入下さい。

※クラス毎の受付の為、具体的なホテルの指定は出来ませんのでご了承下さい。
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◎宿泊設定日:平成19年9月25日(火)〈前泊〉 ・26日(水)〈当日泊〉 ・27日(木)

◎ 1泊朝食付 ・税金、サービス料込

【ご宿泊に関するこ注意および条件】

① 上記宿泊料金は、 1泊 朝食付、税金 ・サービス料確認通信費等込のお一人様あたりの

料金です。

② ツインルーム料金とはツインルームをお二人様で利用される場合のお一人様あたりの

料金です。ご利用の方は、必ず申込書に同室希望者もご記入下さい。

③ 各クラスとも部屋数は充分にご用意しておりますが、ご希望に添えない場合には部屋

タイプ及び区分の変更をお願いすることもございますので予めご了承下さい。

④ 各クラスとも弊社到着順にて満員となり次第締切とさせて頂きます。

夕|ラ|ス

シ■ン十ダiル ツ■■イ■■1ン
瀬 T

一レ 名

串逃1講1増|
1器|■1裁|
てお|■|六十翻|

申1基謎1母 1響lil韓|
でお|■六1様)

A A S 13.000F電 A T 10,000F可
本し幌プリンスホテル、京王プラザホテル札幌、

札幌全国空ホテル

B B S 9,500F電 B T 8,500F電
チサンイン札幌、ホテルサンルートニュー本肌

ホテルルー トイン札幌北口別館

C C S 8,000F咽 C丁 7,000F可 アパホテル札幌、ブルーウェーブイン札幌

華章i難1線1轟1鱗1翻鶉船

研修会初日(9月26日(水))の終了後18i00より懇親会を開催致します。

ご参加の皆様との意見交換や情報交換のため、皆様お誘いあわせの上ご参加くださいませ。

麟1盛i■1轄1欝 1韓| | :lilli靖 激 器1半兆1糠鋼1幾|

9月 26日(水)

18:00-20:00

国際館パミール

申込用紙の 「参加」に○印を付けてください。

(不参加の方も「不参加」に○印を付けてください)
G,000円

● 上 記料金には、お食事代 。お飲物代 ・諸税 ・サービス料が含まれております。

難軍華1盤麗1静!報繋1欝

研修会中(9月 27日)の昼食弁当をご用意いたしました。

● 下 記料金には、諸税・サービス料が含まれております。

難 盤 騨
＝

選 謝
“

1選| 器1器繋機1襴窯

9月 27日(木) 申込用紙の 「要」に○印を付けてください 1,300F可
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お申込後、お客様の都合によりお取消になる場合は、次の取消料がかかりますのでご了承

ください。

取消日は、お客様が当社の営業日 ・営業時間内に解除する旨をお申し出頂いた日と致しま

すので、必ずFAX(文 書)に てご連絡下さい。(お電話での受付は致しかねます)

22日前まで
21日前～

8日 前まで

7日 前～

2日 前まで
前   日 当  日 無 連 絡

宿 )自 無 料 10% 300/0 500/0 70% 1000/0

懇  親  会 無 料 無 料 500/0 1000/0 1000/0 1009る

思
一

食 無 料 無 料 300/0 50% 100% 100%

参 カロ費 1   8月 31日まで無料 9月 1日 より100%

● 取 消の基準日は、FAXの 通信日を有効といたしますので必ず文書にてご連絡下さい。

● 参 加費に関しては9月 1日以降の取消の場合はご返金いたしません。研修会終了後資

料一式をお送りいたします。

● 取 消後のご返金は、研修会終了後、取消料及び所定の振込手数料を差引の上送金致し

ます。

但し事務処理上、多少日数がかかりますので予めご了承ください。尚、研修会当日会

場にてご返金の申し出がありましても、お支払い出来ませんのでご了承ください。

- 3 -



綻

や

（齢
神
珊
樺
珊
匝
）や
醤

配

ｏ
ｏ
∞

〔ｏ
ヾ

ｄ

四

（く
）監
＼
ｏ

Ｅ
ｏ
ｏ
∞
（【

郎騨 郎騨 郎騨

飾
緊
熙

（業
）縄
＼
ｏ

長
鶴
降

口」
〇
〇
〇
ぃ〇

長
総
時

長
無

長
鶴
降

長
鶴

【総
降

長
無

綻
ぐ
熊

咽
ト

鯉

卜
側
＼
Ｏ

口」
〇
〇
〇
（〇

一

〇
∞＼
Ｏ

口」
〇
〇
〇
へ〇

一

。と
拘
卜
喪
認
竹
遭
帥
く
羅
Ｇ
珊
梓
煙
ぷ
通
楔
塙
甲
神
珊
匝
Ｇ
理
運

′連
聾
や
軽

二
拘
卜
鍵
卿
竹
）

革
」
係
ぺ
Ｖ
Ｏ
Ｎ
拘
帥
料
遭
連
喪
Ｇ
日

′遭
梁
や
ど
襲
Ｎ
食
へ
小
た　
′連

▼
と
い
遭
饗
選

・
思
釈

。と
杓
卜
冬
東
母
遭
ｅ
叶
報

′や
Ｇ
■
塙
金
禅
却
聖
鞭
ば
連
Ⅸ

。二
杓
卜
く
鰐
竹
Ｗ
遭
い
鰐
赳
＝
連
煙
鯉

。二
杓
卜
蚊
認
句
Ｖ
Ｏ
Ｉ
コ
向
や
運
喪
Ｇ
日
連
逆
細
ぶ
Ｇ
引
本
甲
∞
徒
黙
く
長
総
竹

州 規 袋 榔

崎
困＼
Ｏ

く
儒
や
ト
ー

ミ
ヘ
珊
樺
廼
Ｒ
Ｇ

珊
終
Ｎ
Ｋ
Ｉ
同
＜
※

H

回

馬

Ｒ

Ｏ

馴
終
避
患
頭
く
ｌ
ｍ

<

□Ｒ
　
無

（○
遭
代
ミ
牛
二
）

い」
〇
〇
〇
ふ０

∞

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
ぃ０

∞

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
ボ
【

Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
ぶ
∞

口」
〇
〇
〇
ぃ∞

【

い」
〇
〇
〇
ぃ崎

∞

配
ｏ
ｏ
ｏ
ボ
【

甲

聾

迅

Щ
欝
継
ぐ

「喰
　
翌
ヽ ③・ヽ駅 ・転 味 ・ヽ 味 ・ヽ

鐘
　
貯

〇  ｀

Oつ

ヽ ト ヽ

甲

ピ

神

長

総

小
臣
ふ
　

ヤ
Ｒ
小
指
　
ホ
笑

〔
ふ

監
く
　
規
ギ
　
　
（Ｓ

ホ
代

〔
ト

小
へ

〔
ト

ホ
笑

〔
ふ

- 4 -

図
細
　
　
・
　

瑠
柳

回
理
鮒
隠

い
榊
幽
回

小
笑

小
ト

捕
甲
図
回

蛭
悪

捜
棋

壇
棋
暮
ギ
聾
ヽ
御
―
【
求
懸
芯
甲

ｏ
∞
Ｏ
寸
Ｉ

Ｈ
寸
困
―

呂
Ｈ
Ｏ

寸
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｉ

Ｈ
寸
∞
―

【
呂
〇

扶
鍵

・
扶
饉

・
三
神

眠

　

煎

　

母

ｄ

　

　

口

　

　

い

Ｘ
　
　
く
　
　
Ｌ

却

瑠

幽
回
Ｇ
巡
Ｇ
＄
興

や
や
つ
対
遭
ぼ
窓

，
翠
麟
※

。３
拘
件

Ｇ
却
揺
Ｖ
Ｄ
Ｉ
コ
用

′悪
く
儒
竹
遭
蓬
蚊
Ｇ
日

′ぐ
ぶ
Ｇ
壇
齢
※

”
回
東
母

「脚
襲
Ｉ

・
α
田

・

神
金
革
咽
委
―

無
慕
鞭

・
双
樫
わ
区
襲
■
ミ
総
」

ふ
ハ
騨
狼
幡
毬
翠
回
制
回
零
抵

審
く
儒
求
懸
窓
甲

回

奴

セ

Ⅸ

回
　

連

　

釈

い
Ｘ
＜
Ｌ

中
ｄ
口
仲

|ト

（二
拘
役
〉
Ｖ
ど
い
や
①
廼
Ｒ
Ｇ
却
益
）

翠
穂
選

郎
穏
徒
博
廻
冊

榔
穏
粂
耐
珊
翌
榔

隠
鳴
徒
謡
瑠
維
持

（二
杓
役

〉
Ｗ
ど
い
や
○
遭
細
益
）
像
因
長
総

（静」
〇〇〇
〔崎∞）　　

　　
　　
　　
　
（コ」
〇〇〇
ぃ∞

【）

謡
螺
く
長
ｋ

″
側
　
　
謡
螺
く
長

″
Ｈ

”
甲
押
照
ゼ
長
総

”
甲
押
洲
瑠
鯉
理

（忘
担
忘
黙
肺
）

贈

謡

螺

弧

翌

Ｇ

や

郎

拭

忘

く

謡

螺

　

　

―

ふ

ヽ

料
郷

棋

蕊

煙

答

翌

（煙

対

）

艦

謡

料

田

　

（
避

選

）

艦

謡

料

皿
　

　

　

継

く

煙

対

郷

Ⅸ

峰

遇

ぷ

穏

　

　

　

謂

臼
還

襲

ぷ

想

　

剥

く
鰹

選

ぷ

窓

【鍬

肺

脈

終

楳

】

驚

翌

響

黙

キ

　

　

ｇ

思

理

黙

キ

　

　

避

弧

選

球

ぐ

Ｈ

蝉

驚

躍

　

　

　

忘

瑠

驚

鰹

　

　

　

忘

く

驚

鰹

日

蝉

ｇ

忌

　

　

　

ほ

卿

ｇ

憲

　

　

　

忘

く

豊

忌

Ｈ

蝉

せ

Ｎ

　

　

　

忘

瑠

終

ぷ

　

　

　

忘

く

せ

弧

（わ

矩

剥

的
洲

蕊

鞘

珊

）

探

肺

飾

翌

は

対

【謡

螺

鞭

里

】

（
二

杓
卜

Ｖ

ど

い

や
○

遭

民

脚

洲

榔

）

ミ

裡

（忘

鍬

冊

）

謡

螺

甲

蚊

壊

卿

摘

（忘
蝉
忘
黙
肺
）

忘

蝉

謡

螺

弧



柚 阻 圃 遡 マ ップ

囲
悟;革‖

図 ―
~ H H

田 離革革1田
圃

田辮辮 園轟鰯騒
田
田

や
北
共
抽
嘱
推
物
園

，
図
躙
囲

岡田目騨難盟1田離]田囲雖
図田園岡田田]園圃顕
園 ‖1=|[図‖|!:珂田 稲 田 田 I■1判騒

EI II!■ 超E王∃11+■111■Lllllll=ill:道銀■1匡
田 卜|||11[||||1卜li!:|!幌1市膏‖卜111■1 111l II十IJ匝重

吼 ■‐ [■|■■■|■■四 田 硬 巽 囲 匝

罷 醤襲襲襲襲霙畳
杢 ‐慢       r 十 一  「十 ―  「… …

占■■■ギロ 匡■■■■1[■■■1匡li‖匡|| |■| | | | |■1日[ヨ 匡■|‐‖匡十■1

卜|■ず□ [||■||1匡||111■■匡■|1丹□ [ヨ 匡■‖匠■‖

田 [上 」[□ [王]■■1匡□□ l□ 1□

】材ポIHl■|
1茅|チユタにヽどオ十

」R札 幌駅  ● パセオ

一！一！一！！一！一ン

！！黎一！！̈！！！一一！一

珊
冊
鉛
”！一ン
■

轟ン麗ンを―ン■iかン塩:
熙 ‐1尋1騨号|ンン難iT雛暑ン

十熙ン1熙鱗|ン鎖
鹸継轟ン|ンか||||1島導

０

０

０

０

●

０

０

０

０

札幌プリンスホテル

札幌後楽園ホテル

札幌東急イン

ホテル330グ ランデ本L幌

チサンホテル札幌

ススキノグリーンホテル2

アパホテル札幌

ブルーウェイブイン札幌

ホテルルートイン札幌北回



施設名

(事業所名)

施設種別

(事業所)

第40回全国社会就労センター職員研修会

質問用紙

※ 「障害者自立支援法」の制度に関わる事項について、質問があれば以下に記入 してください。

(9月 28日 (第3日 目)の 「障害者自立支援法Q&A」 の中でご回答いたします)

【送付先】

〒100-8980東京都千代田区霞が関ビル3-3-2新 霞が関ビル

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 障害福祉部内

全国社会就労センター協議会事務局
TEL 03-3581-6502  FAX 03-3581-2428
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